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《編集後記》
　2011年は、日本も、また世界も、未曾有の困難を経験した年であった。将来
にわたって、哲学、歴史、政治、経済等、あらゆる分野の学問が、この年をど
う捉えるべきかという問題に取り組んでいくことになろう。研究・教育機関の
使命はいや増して大きい。
　1995年、阪神・淡路大震災で被災された方々は、「負けたらあかん！」の関
西魂で立ち上がり、そして見事に蘇生を成し遂げられた。いま、東北の方々は、
「負げでたまっか！」を合言葉に困難に挑んでおられる。東北出身の私は、この
言葉に触れると勇気が濠ってくる。方言には、地域特有の歴史が紡ぎ出す魂が
こめられている。
　2012年は、勝利の年、希望の年であらねばならない。希望と勝利は負けじ魂
から生まれるのであり、それは東洋大魂でもある。昨年の箱根駅伝において、
本学は、大会史上最小僅差となる21秒差で優勝を逃したが、今年は、その悔し
さを発条とし、往路1位、復路も新記録、通算10時間51分36秒の大会新記
録で完全制覇を果たした。本学創立125周年の本年は勝利で開幕した。また、
負けじ魂は本学科の魂でもある。2011年は、大震災の影響等もあり、多難な年
であったが、団結の力で乗り越えることができた。すべての学生教職員の皆様
に心から感謝を申し上げたい。
　2011年度4月より、新任としてJoff　Bradley先生が着任されました。言語教
育に精通し哲学者でもあられる先生をお迎えできたことによって、本学科の教
育に一層の奥行きと広がりが生まれました。
　最後になりましたが、設立時から本学科を支え、学生をこよなく愛し、人生
の先達として私たち教員を導いてくださった上野直子先生が、この3月で定年
を迎えられることとなりました。先生のご功績に満腔の感謝と敬意を捧げさせ
ていただきます。（T．T．）
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